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ライチョウの羽を拾って観察する子どもたち（立山室堂にて）

ト
レ

双
方
の
発
展
を
目
指
し
て

－
博
物
館
と
友
の
会
の
試
み
ー

千
葉
　
悟
志

「
こ
の
羽
は
な
ん
の
羽
な
ん
だ
ろ
う
？
」
子
ど
も
た
ち
が
、
手
に
と
り
、
興

味
津
々
に
眺
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
夏
、
山
岳
博
物
館
と
大
町
山
岳

博
物
館
友
の
会
な
ど
が
共
催
で
開
催
し
た
「
宮
野
典
夫
館
長
と
い
く
親
子

で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
観
察
ツ
ア
ー
」
の
一
幕
で
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
保
護
者
の
方
と
い
っ
し
ょ
に
五
人
の
子
ど
も
た
ち
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
保
護
者
と
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
特
段
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
友

の
会
の
事
情
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。

大
町
山
岳
博
物
館
友
の
会
は
、
現
在
三
百
名
を
超
え
る
会
員
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
十
年
前
と
比
較
す
る
と
会
員
数
は
半
減
し
、
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ち
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
特
に
子
育
て
世

代
の
加
入
件
数
は
極
端
に
少
な
く
、
昨
年
は
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を

持
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
の
参
加
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
世
代
に
友

の
会
を
託
す
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
陥
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
す
。

博
物
館
は
こ
の
状
況
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

大
の
理
解
者
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
友
の
会
会
員
の
減
少
は
、
博
物
館

の
教
育
普
及
活
動
の
場
を
狭
め
、
そ
れ
が
博
物
館
の
魅
力
の
低
下
に
つ
な

が
る
と
い
う
危
機
感
に
欠
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
双
方
で
現
状
を
認
識
す
る
機
会
を
設
け
、
今
後
に
つ
い
て
何

度
も
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
新
規
会
員
の
獲
得
に
つ
な
が

り
、
こ
れ
ま
で
参
加
が
見
ろ
れ
な
か
っ
た
現
会
員
も
参
加
し
た
く
な
る
よ

う
な
行
事
の
立
案
に
つ
い
て
、
ま
た
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
価
格
設
定
や

特
典
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
度
、
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
規
加
入
の
フ
ァ
、
、
＼
リ
ー

会
員
が
あ
り
、
現
会
員
の
参
加
者
に
も
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

実
施
し
た
行
事
に
も
ご
満
足
い
た
だ
け
て
い
る
よ
う
で
、
特
に
講
師
の
ほ

か
に
数
名
の
学
芸
員
が
同
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
、
ら
違
っ
た
切

り
口
で
解
説
す
る
機
会
を
設
け
た
こ
と
が
好
評
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
、
そ
れ
を
見
守
る
大
人

た
ち
、
再
び
そ
の
よ
う
な
活
気
あ
る
友
の
会
、
そ
し
て
博
物
館
に
発
展
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
企
画
立
案
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
・

大
町
山
岳
博
物
館
友
の
会
事
務
局
担
当
）
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館物博と山

画
家
た
ち
が
描
い
た
観
光
ポ
ス
タ
ー

ー
昭
和
0
0
年
代
を
中
心
に
－

中
信
地
方
の
観
光
印
刷
物
の
歴
史
を
顧
み
る
と
、

江
戸
期
の
広
重
・
英
仙
に
よ
る
浮
世
絵
版
画
（
木
曽
街

道
六
十
九
次
〉
が
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
。
絵
師
た
ち
は

実
際
に
旅
を
し
て
現
地
で
下
絵
を
描
き
、
そ
の
実
感

を
浮
世
絵
版
画
と
し
て
再
構
成
し
た
。
絵
師
が
現
地

で
見
た
感
動
が
、
二
百
年
あ
ま
り
の
時
を
経
た
現
在

も
版
画
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。

明
治
後
半
に
な
る
と
画
家
が
中
信
地
方
を
訪
れ
、

山
中
に
踏
み
入
り
現
場
で
山
岳
を
写
生
し
た
。
彼
ち

の
山
岳
画
や
、
山
歩
き
の
関
係
書
籍
に
よ
り
北
ア
ル

プ
ス
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

敗
戦
前
、
中
信
地
方
に
山
岳
画
を
描
き
た
い
が
た

め
に
県
外
か
ら
移
住
し
て
き
た
若
い
画
家
が
何
人
か

い
た
。
戦
時
中
、
絵
描
さ
は
「
遊
民
」
と
卑
下
さ
れ
た
。

ま
し
て
兵
隊
と
し
て
召
集
さ
れ
な
い
若
人
が
絵
を
描

く
に
は
、
現
在
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
劣
悪
な
環
境

で
あ
っ
た
ろ
う
。
彼
ら
は
乞
食
に
近
い
生
活
を
続
け

な
が
、
ら
、
画
材
な
ど
無
い
状
況
の
中
で
も
工
夫
し
て

絵
を
描
い
た
。
彼
ち
は
来
た
り
者
で
あ
っ
た
が
故
に
、

無
視
と
い
う
形
で
容
認
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
2
0
年
代
後
半
か
、
ら
、
彼
ち
の
中
に
絵
が
売
れ

な
い
の
で
そ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
特
技
を
生
か
し
、

副
業
に
地
元
の
印
刷
会
社
や
、
自
治
体
、
商
店
か
ち

依
頼
さ
れ
観
光
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛

け
る
人
が
現
れ
た
。

昭
和
0
0
年
代
に
な
る
と
国
民
生
活
に
徐
々
に
経
済

的
余
裕
が
生
ま
れ
、
日
本
各
地
の
観
光
や
温
泉
、
登
山
、

ス
キ
ー
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
に
目
が
向
け
ち
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
の
流
れ
に
乗
っ
て
日
本
各
地
で
画
家
が

千
田
　
敬
一

描
い
た
原
画
を
も
と
に
、
網
点
に
よ
る
印
刷
だ
け
で

な
く
凸
版
や
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
技
術
を
使

い
、
作
者
の
実
感
が
画
面
に
溢
れ
る
観
光
ポ
ス
タ
ー

が
多
数
制
作
さ
れ
た
。
余
談
に
な
る
が
後
年
小
説
家

と
し
て
知
ら
れ
た
松
本
清
張
も
、
当
時
は
絵
を
描
き

観
光
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
や
っ
て
い
た
。

大
北
、
松
本
、
木
曽
な
ど
に
移
住
し
て
き
た
画
家
や
、

地
元
出
身
の
画
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
、
昭
和
2
6

年
頃
に
松
本
で
商
業
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
を
結
成
、
商

業
ポ
ス
タ
ー
展
を
第
9
回
展
ま
で
開
い
た
。
こ
の
研

究
会
に
古
市
幸
利
、
勝
野
宏
、
小
林
茂
男
、
酒
井
忠

彦
、
白
鳥
往
宏
、
関
喬
夫
、
西
澤
洋
、
柳
沢
健
、
小

穴
竹
豊
、
山
田
三
郎
、

廟
ス
藤
棚

鵬
脂
漏
　
斑

日
本
画
の
横
山
彦
芳
、

荻
久
保
春
雄
な
ど
が
参

加
し
た
。
こ
の
商
業
ポ

ス
タ
ー
展
は
松
本
の
開

運
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど

で
開
か
れ
、
後
半
に
は

三
ッ
橋
良
二
も
出
品
し

た
。
商
業
ポ
ス
タ
ー
展

は
、
昭
和
2
6
年
か
ら
全

国
規
模
で
始
ま
っ
た
日

宣
美
の
展
覧
会
に
倣
っ

た
も
の
だ
ろ
う
。

中
信
美
術
会
に
も
昭
和
5
0
年
第
8
回
展
か
ら
第
五

部
（
写
真
と
商
業
美
術
）
が
設
置
さ
れ
た
。
第
五
部
の

商
業
美
術
に
は
大
町
市
か
ら
平
林
和
雄
〈
大
黒
町
）
、

南
部
道
雄
〈
上
伸
町
）
、
井
口
加
素
巳
（
大
黒
町
）
、
丸
山

堅
（
北
原
町
）
が
参
加
し
た
。
丸
山
堅
の
経
歴
は
不
明
。

原
田
善
雄
（
1
9
2
2
上
は
東
京
出
身
、
8
歳
の

と
き
大
町
の
原
田
家
に
養
子
に
入
っ
た
。
1
8
歳
の
時

か
ら
自
宅
の
映
画
館
・
大
町
劇
場
の
映
写
技
師
や
映

画
看
板
制
作
に
携
わ
る
。
戦
後
は
独
立
し
て
「
原
田
美

術
装
飾
店
」
を
開
業
し
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
あ
ち
ゆ
る
仕

事
を
こ
な
し
た
。
大
町
市
で
は
昭
和
4
0
年
代
ま
で
絵

画
を
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー
の
需
要
が
あ
っ
た
か
、
5
0
年

代
に
入
る
と
写
真
ポ
ス
タ
ー
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

平
林
和
雄
（
1
9
3
2
上
は
大
町
市
出
身
、
大
町

高
校
美
術
部
に
在
籍
し
油
絵
を
描
い
て
い
た
。
現
在

の
大
町
高
校
の
校
章
を
在
学
中
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

昭
和
電
工
に
勤
め
、
転
勤
で
2
0
歳
代
後
半
か
ら
県
外

に
転
出
し
た
。

南
部
道
雄
（
1
9
3
3
上
は
大
町
出
身
。
大
町
高

校
美
術
部
で
大
貫
悌
二
に
油
絵
を
学
ぶ
。
そ
の
後
小

林
邦
な
ど
に
も
学
び
2
5
歳
頃
ま
で
画
業
に
専
念
し
た

が
、
現
在
は
洋
服
店
を
経
営
。
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井
口
加
素
巳
（
1
9
3
5
上
は
大
町
市
出
身
で
、

大
町
高
校
美
術
部
で
大
貫
に
油
絵
を
学
ぶ
。
武
蔵
野

美
術
学
校
卒
業
後
は
、
帰
郷
し
て
画
業
を
続
け
な
が

ら
大
町
の
東
洋
紡
で
一
時
期
絵
を
教
え
て
い
た
。
そ

の
後
、
松
本
に
出
て
「
ア
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
設
立
し
た
。

中
信
美
術
会
第
五
部
に
は
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
研
究

会
参
加
者
の
一
部
の
人
も
出
品
し
た
。
第
五
部
の
展

覧
会
を
何
回
か
開
く
中
で
、
画
家
側
か
ら
絵
画
と
デ

ザ
イ
ン
の
両
立
は
絵
画
制
作
に
良
い
影
響
を
与
え
な

い
と
の
意
見
が
出
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
伝
え
た
い
要
素

を
見
る
人
に
一
目
で
理
解
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

が
、
絵
画
は
観
覧
者
に
作
家
の
実
感
を
追
体
験
す
る

事
を
要
求
す
る
。
前
記
以
外
に
、
中
信
美
術
会
に
は

会
場
確
保
の
問
題
も
あ
っ
た
が
昭
和
3
4
年
の
第
1
2
回

展
を
最
後
に
第
五
部
は
解
消
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
商

業
デ
ザ
イ
ン
業
界
は
専
門
化
し
写
真
を
使
っ
た
デ
ザ

イ
ン
が
主
流
と
な
り
、
画
家
が
余
技
で
続
け
ち
れ
る

状
況
で
な
く
な
っ
て
い
た
事
も
あ
る
。

か
つ
て
筆
者
は
木
曽
福
島
の
木
曽
路
美
術
館
で

三
ッ
橋
良
二
〈
1
9
1
9
～
2
0
0
3
）
の
ポ
ス
タ
ー

展
を
見
た
。
三
ッ
橋
は
、
東
京
に
生
ま
れ
戦
争
中
に

木
曽
に
疎
開
し
木
曾
中
学
に
通
っ
た
。
戦
後
、
長
野

や
木
曽
に
住
み
山
岳
画
を
描
き
、
そ
れ
を
も
と
に
信

州
を
紹
介
す
る
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
多
数
デ
ザ
イ
ン
し

た
。
そ
の
後
、
帰
京
し
二
科
会
の
洋
画
部
会
員
と
な

り
作
画
の
傍
、
ら
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
も
続
け
た
。

古
市
幸
利
（
1
9
1
8
～
1
9
9
4
）
は
、
香
川
県

の
生
ま
れ
。
絵
が
好
き
だ
っ
た
が
画
家
と
し
て
独
り

立
ち
す
る
ま
で
伝
〈
っ
て
）
を
得
て
、
大
阪
の
大
正
製

薬
や
三
星
ゑ
の
ぐ
な
ど
の
宣
伝
部
で
デ
ザ
イ
ン
の
仕

事
を
し
な
か
ら
絵
の
勉
強
を
続
け
た
。
山
に
魅
せ
ら

れ
昭
和
1
8
年
に
松
本
に
移
住
、
食
う
や
食
わ
ず
で
画

業
に
専
念
す
る
。
戦
後
は
、
生
計
を
立
て
る
た
め
観

光
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
制
作
も
手
掛
け
た
。
商
業
デ
ザ

イ
ン
研
究
会
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
。
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ポ
ス
タ
ー
は
、
昭
和
0
0
年
代
頃
ま
で
図
案
や
商
業

美
術
と
言
わ
れ
純
粋
絵
画
よ
り
櫓
下
の
消
耗
品
と
考

え
ち
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
現
存
数
は

少
な
い
と
考
え
た
が
、
半
世
紀
を
経
て
い
た
に
も
関

わ
ち
ず
作
家
や
遺
族
の
も
と
に
ポ
ス
タ
ー
が
保
管
さ

れ
て
い
た
。
画
家
た
ち
が
日
本
ア
ル
プ
ス
を
題
材
に

制
作
し
た
観
光
ポ
ス
タ
ー
は
、
新
鮮
さ
を
失
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
が
日
々
仰
視
し
て
い
た
山
岳
の

実
感
を
表
現
に
取
り
込
も
う
と
、
原
画
制
作
の
た
め

山
中
の
制
作
現
場
に
逗
留
し
眼
前
に
あ
る
山
岳
に
対

し
信
仰
に
近
い
思
い
を
込
め
て
制
作
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
そ
の
実
感
が
、
今
も
ポ
ス
タ
ー
に
宿
っ
て
い
る
。

画
家
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
注
視
す
る
と
、
サ
イ
ン

が
入
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
画
家
は
ポ
ス
タ
ー
制

作
に
使
う
目
的
で
絵
を
描
い
た
場
合
も
、
絵
画
制
作

と
差
別
し
な
か
っ
た
。
そ
の
思
い
が
、
作
家
や
遺
族

の
も
と
に
ポ
ス
タ
ー
を
残
存
さ
せ
た
。

松
本
の
里
山
辺
に
あ
る
桂
重
英
美
術
館
の
遺
族

の
も
と
に
も
ポ
ス
タ
ー
が
残
さ
れ
て
い
た
。
桂
重
英

（
1
9
0
9
～
1
9
8
5
）
は
、
新
潟
生
ま
れ
。
昭
和

1
0
年
ま
で
新
潟
で
絵
を
描
い
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後

は
生
計
を
立
て
る
た
め
昭
和
0
0
年
ま
で
新
潟
と
東
京

銀
座
に
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
持
っ
て
デ
ザ
イ
ン
に
専

従
し
た
。
し
か
し
桂
は
絵
に
対
す
る
想
い
が
断
ち
切

れ
ず
、
昭
和
4
1
年
に
山
岳
に
憧
れ
松
本
に
移
住
す
る
。

そ
れ
を
機
に
絵
画
制
作
に
重
点
を
移
し
た
。
桂
は
自

作
ポ
ス
タ
ー
以
外
に
も
、
昭
和
5
0
年
か
ち
4
0
年
代
に

全
国
で
画
家
が
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
保
管
し
て
い

た
。
そ
れ
ち
は
駅
に
貼
、
ら
れ
た
観
光
ポ
ス
タ
ー
が
主

だ
。
桂
は
国
鉄
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た
の
で
、
駅

に
依
頼
し
ポ
ス
タ
ー
が
破
棄
さ
れ
る
前
に
譲
り
受
け

た
の
だ
ろ
う
。

奥
田
郁
太
郎
〈
1
9
1
2
～
1
9
9
4
）
は
、
東
京

生
ま
れ
。
川
端
画
学
校
で
学
ん
だ
。
安
井
曽
太
郎
に

師
事
、
昭
和
1
5
年
一
水
会
に
初
入
選
、
昭
和
1
7
年
に

青
木
湖
、
中
綱
湖
に
逗
留
し
絵
を
描
く
。
そ
の
後
、

北
城
村
（
現
・
白
馬
村
）
に
移
り
住
み
山
を
描
い
た
。

画
業
に
専
念
し
、
清
貧
に
甘
ん
じ
伴
侶
を
要
ち
な
か
っ

た
。
昭
和
2
9
年
に
一
水
会
を
離
れ
、
同
3
4
年
に
松
本

に
移
る
。
ポ
ス
タ
ー
は
、
今
回
掲
載
し
た
昭
和
5
0
年

代
に
制
作
し
た
と
思
わ
れ
る
（
白
馬
岳
〉
一
枚
し
か
確

認
し
て
い
な
い
。

（
日
本
近
代
美
術
史
家
）

図
版
の
使
用
に
つ
い
て
は
朝
日
美
術
館
、
北
ア

ル
プ
ス
展
望
美
術
館
、
桂
晴
美
氏
、
小
林
早
苗
氏
、

ニ
ッ
橋
泉
氏
、
撮
影
は
宮
嶋
洋
一
氏
、
大
町
市
関

係
の
調
査
は
清
水
隆
寿
氏
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま

した。
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